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1500榊走と体重国身長・PWC170の関係についての研究

大　谷　和 寿＊靱久保田康毅＊

　　　Kazutoshi　OHTANI　and　K6ki　KUB0TA

A　Study　of　the　Re1at1on　between1500m　Run　and．

　　　　Body　We1ght，He1ght　or　PWC170

　　I　はじめに

　長い距離をより速く走るためには呼吸機能の持久性，

循環機能の持久性，脚筋の持久性，精神機能の持久性い

ずれもがすぐれていることが要求される。いいかえる

と，これらの要因のいずれかが持久走記録の制限因子と

なっている可能性が強いわけである。特に，トレーニン

グされた人においては，呼吸・循環機能の持久性が持久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
走記録の制限因子になっていると考えられる。
　　　　　　　　　2）
　そこで筆者等は既報に於て，運動部所属男子大学生を

対象として持久走とPWC170の関係について研究し，

走る距離が長くなる程持久走記録とPWC170の相関が

高くなること，PWC170そのままの値より単位体重当

りのPWC170の値が持久走記録との相関が高いこと，

と共に体重が大なる者においては体重と持久走記録の間

に高い逆相関がみられる，すなわち体重が大きい者では

体重が持久走にマイナスに作用し，制限因子となってい

るという結果を得て報告した。

　そこで今回は，体格，特に体重，と持久走記録の関係

に注目し，体重・身長・PWC170のそれそれが1500刎

走タイムとどのようなかかわりあいをもっているかにつ

いて例数をふやしより詳細に検討することを目的とした

　　皿　研究方法

　被検者に関する資料を表6に示した。本実験の被検者

は18歳～26歳までの健康なる運動部所属男子大学生102

名である。

　これら102名を対象として1500肋タイム，PWC170，

体重，身長の測定を行った。PWC170と体重から単位

体重当りのPWC170，体重と身長からローレル指数を
算出した。

　測定期間は昭和50年2月から昭和51年10月であっ
た。

　1500フ〃走タイムの測定に当っては1周400〃zのトラッ

クを用い，秒単位で計測した。

　PWC170の測定に当っては自転車エルコメーター

（MONARK　B1cyc1e　Ergometer）を用い，ペタルの

回転数を50rpmとし，メトロノームにあわせて作業さ

せた。作業負荷の強度は3段階とし，運動申の心電図を

胸部誘導法でペン書きオシログラフを用いて記録し，各

段階の最後の1分間の心拍数を求めた。テスト時間は12

分間で4分目と8分目に作業負荷をあげた。テスト第1

段階（O～4分）での心拍数は115～130beats／mm，

第2段階（4～8分）では130～145beats／mm，第3

段階（8～12分）では160～180beats／min．となるよう

にした。3種類の作業負荷の心拍数よりPWC170を内
挿法あるいは外挿法によって求めた。

　体重は后g，身長は6物単位で計測し，小数点以下は4捨

5入した。

　　皿　結果及び考察

　表6に各被検者の測定値を示した。それぞれの項目に

ついての102名の平均と標準偏差は，体重が63．5±7．1

梅，身長が169．7士3．26物ローレル指数が129．8・』12．7，

PWC170が1075．O士210．1kpm／min．，単位体重当りの

PWC170が170士32kpm／mm／勿，1500〃徒が3128
士34．2秒であった。

　表1　102名全員についての1500刎走タイムと各項目

　　　　の相関係数

1500刎走

PWC170

一〇．1872

PWC170
　　／梅

一〇．4612

体　重

O．4234

身　長

O．1589

ローレル
指　数

O．3262

＊島根大学教育学部保健体育研究室

P＜0，05※　P＜0．01※※　P＜O．001※※※

　1500刎走と他の項目との相関係数を算出すると表1の

ようになる。1500刎走と単位体重当りのPWC170．1500

刎走と体重，1500刎走とローレル指数の間にO．1％水

準で有意な相関が認められた。表1にみられるように

PWC170そのままの値よりも単位体重当りのPWC170
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
が持久走との相関が高いという前号の報告と同様な結果

が得られた，又，1500刎走と身長の間には相関が認めら

れないが，体重と1500〃z走との間には高い相関が認めら

れた。

　このことより1500〃z走と体重が深いかかわりあいをも

っていることが知られるので102名を体重別に3グルー
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プ（67勿以上n＝34，60～66毎n二33，59晦以下n＝
35）に分けて検討した。

　グループ別の1500肋走と各項目の相関係数を表2，表

3，表4に示した。

表2　67毎以上の者34名についての1500刎走タイムと

　　　各項目の相関係数

PWC170

寿⑧久保田康毅

1500刎走

PWC170

O．1258

／毎

一〇．0891

体　重

0．4987

身　長

一〇．0110

ローレノレ

指　数

O．3443

　　　　　　　　　P＜O．05※　P＜O．01※※　P＜0，001※※※

　67勿以上の34名について，各項目の平均と標準偏差は

体重が71．4士5．1尾g，身長が173．6士5．3㎝，ローレル指

数が1370土144，PWCユ70が11376士1776kpm／m
in．，単位体重当りのPWC170が15．9±2．4kpm／min

／勿，1500刎走が328．2土30．1秒であった。表2に示した

ように1500刎走と体重の間に1％水準で，ローレル指数

との間に5％水準で有局な相関が認められた。

　表3　60梅～66毎の者33名についての1500閉走タイム

　　　　と各項目の相関係数

1500刎走

・W・…FW棚体重

一〇．3226
　※
一〇一3724 O．36釘

身長㌻嵐レ

一0．1622 O．3022

　　　　　　　　　P＜O．05※　P＜0．01※※　P＜0．O01※※※

　60～66勿の33名についての各項目の平均と標準偏差

は，体重が62．8士1．7紡，身長が169．2士4．36物，ローレ

ル指数が130．1±9．8，PWC170が1134．3±208．7kpm／

mm，単位体重当りのPWC170が181士34kpm／m
n．／毎，1500刎走が310．6士29．3秒であった。表3にみら

れるように1500〃z走と体重，1500刎走と単位体重当りの

PWC170の間に5％水準で有意な相関が認められた。

　表4　ら9毎以下の者35名についての1500〃z走タイムと

　　　　各項目の相関係数

が1500刎走の記録と有意な相関を有していることより，

体重が重い程1500刎走の記録が悪くなる、すなわち体重

負荷が1500刎走に対してマイナスに作用していると考え

られる、

59勿以下のグループでは1500〃徒とPWC170，単位

体重当りのPWC170が高い相関を有していることよ
り，循環機能の持久性が1500刎走記録に対する制限因子

となっており，循環機能の良し悪しによって1500刎走の

記録が左右されていると考えられる。

　60～66勿のグループでは前の2グループの申間的な結

果，すなわち体重と循環機能の両方が1500刎走とかかわ

りをもっているという結果となっている。

　ここでとりあげた被検者は，運動の様式は様々である

が，いずれも常日頃トレーニングを行っている者達であ

る。そのため日頃のトレーニング不足がこのような結果

をもたらしたとは考えられない。そこで考えられるの

は，持久走に強くなるためにはそれに適したトレーニン

グ方法と体格があるのではないかと言うことである。特

にオーバーウエイトの者は余分な体重を落すことによっ

て持久走に強くなることができると考えられる。そうな

って初めて呼吸循環機能の持久性が持久走の限界因子と

して作用するようになり，有酸素的なトレーニング方法

が有効となってくるのではあるまいか。

　ところで，これら102名の被検者のうちに持久走に対

して専門的トレーニングを積んでいる陸上部長距離選手

16名が含まれているのでこれを抽出してみた。

表5　長距離選手16名についての1500刎走タイムと各

　　　項目の相関係数

1・W・…

1500刎走

PWC170
　　／勿

一〇．0727

PWC170

PWC170

／梅

一〇．2113

体　重

　※※※
一〇．7155

O．3517

身　長

1500肋走

一〇．4917

口ロレル
指　数

　※※※一〇．708葛

体　重

※※
O．6660

一0．0494

身　長

O．1953

ローレル
指　数

一〇．0438

　　　　　　　　　P＜0．05※　P＜O．01※※　P＜0．O01※※※

　59冶g以下の35名についての各項目の平均と標準偏差

は，体重が56．5±2．5毎，身長が162．O±26．6㎝，ローレ

ル指数が1225±88，PWC170が9584士1954kpm／
min．，単位体重当りのPWC170が17．O士3．5kpm／

mm／妨，1500肋走が2999士371秒であり，表4にみ

られるように，1500刎走とPWC170．1500〃z走と単位

体重当りのPWC170の間にO．1％水準で有意な相関が

認められた。

　これらの結果からみて，67梅以上のグループでは体重

　　　　　　　　　P＜O．05※　P＜0．01※※　P＜O．O01※※※

　陸上部長距離選手16名についての各項目の平均と標準

偏差は体重が58．0士3．1細，身長が167．8土3．8㎝，ロー

レル指数が1214土60，PWC170が12176土2025
kpm／mm，単位体重当りのPWC170が210士32
kpm／min．／冶g，1500刎走が263．9±15．O秒であった。表

5に示すように，1500閉走とローレル指数との間に1％

水準で有，冒な相関が認められている。すなわちここで取

り扱った長距離選手に関しては，長身・やせ型の者が記

録がよく，循環機能とは相関がみられないという結果と

なった。これは67細以上のグループで体重が持久走の制

限因子となっているというのとは異なり，長距離選手に

とって1500刎という距離が持久走としては短かすぎ有酸

素的なものより無酸素的要素が大きく関与しているため

ではないかと考えられる。

　　I▽’ま　と　め

　運動部所属男子大学生を対象として，1500刎走，

PWC170，体重，身長の測定を行った。その結果，体重
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表6被検者の資料と測定値
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9
8

2
1
2
1
1
9
0
0
2
8

1
2
2
2
1
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o
2
1
↓
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1
2
9
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2
2
9
2
1
0
2

1
2
2
2
2
1
9
9
0
8

2
1
1
2
1
9
0
1
0
0

1
2
2
2
2
8
1
2
0
8

1
2
2
2
1
9
0
9
9
2

1
2
1
1
2
0
8
1
0
1

2
1
2
2
2

∩
v
1
1
o
）
0

2
2
2
1
2
1
0
0
9

2
2
2
1
↓

名前
岡
本
藤
崎
井
　
川
川
川
藤
田

浜
川
伊
江
永
　
石
早
石
佐
藤

代
代
原
上
川
　
藤
岡
木
上
田

上
三
尾
井
石
　
佐
下
横
野
池

尾
内
村
藤
岡
　
内
長
垣
井
久

長
宮
本
後
平
　
山
吉
宮
塩
永

谷
山
田
原
脇
　
本
原
本
岡
島

檜
米
鳥
林
森
　
岸
牧
森
朝
永

藤
島
橋
田
門
　
原
枝
家
田
集

加
小
高
山
普
　
花
前
久
山
賀

戸
駄
中
下
本
　
山
山
田
村

宍
根
田
津
山
　
森
景
福
松
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名　　前

角　　井
羽　　原
和　　田
吉　　田
福　・田

石　　原
福　　間
金　　尾
村　　橋
後　　藤

金　　田
登　　井

淡路谷
山　　吹
犬　　飼

玉　　野
平　　井
三　　木
山　　本
山　　田

浅　　野
坂　　根
井　　上
江　　口

　谷

三　　木

握　木
房　　安
上　　野
浜　　岡

中　　西
青　　山
広　　申
岡　　田

佐々木

高
上
渡
藤
水

阿
松
木

妻
岡
辺
井
野

南
井
村

年齢

19
22
18
19
21

20
18
19
23
18

22
19
19
20
22

22
22
26
22
21

21
19
19
21
22

21
20
20
22
20

20
23
18
20
19

20
19
19
18
18

19
20
18

所属クラブ

負　　　道
負　　　道
陸　　（長）

体　　操
陸　　（長）

陸　　（長）

陸　　（長）

陸　　（長）

バスケット
剣　　　道

剣　　　道
陸　　（長）

剣　　　道
陸　　（長）
陸　　（跳）

陸　　（跳）
陸　　（短）

サイクリング
陸　　（長）

剣　　　道

陸　　（長）

サイクリング
空　　　手
陸　　（長）

陸　　（短）

陸　　（申）

空　　　手
サイクリング
陸　　（長）

陸　　（跳）

サイクリング
陸　　（短）

弓　　　道
陸　　（中）

弓　　　道

陸　　（長）

陸　　（長）
陸　　（長）

剣　　　道
剣　　　道

剣　　　道
陸　　（長）

弓　　　遺

体　重
毎

61
61
61
61
60

60
60
60
59
59

59
59
59
59
59

58
58
58
58
58

58
58
58
58
57

57
57
57
57
57

56
56
56
55
55

55
54
53
53
52

52
52
50

身　　長
6腕

166
166
168
163
173

170
168
172
165
176

170
170
163
170
164

168
171
160
170
161

168
163
168
169
168

164
169
172
161
172

174
166
170
163
162

163
166
166
163
163

160
167
164

ローレル指数

133．4
133．4

128．6
140．6
115．9

122．1

126．5

117．9
131．3
108．2

120．1
120．1

136．2

120．1

133．8

122．3
116．0
141．6
118．1

139．0

122．3
133．9

122．3

120．2
120．2

129．2
118．1

112．0
136．6

112．0

106．3
122．4
114．0
127．0

129．4

127．0
118．1

115．9
122．1

120．1

127．0
111．6

113．4

PWC170
kpm／mm

1213．7

1089．2
i137．0

978．4
1170．8

1729．7

1127．0

1158．8

829．8
889．0

898．6
962．2
918．3

1162．9

610．0

936．6
1137．0

1042．8

1615．4

757．7

1233．9

834．0
827．7

1229．8

746．2

1122．4

790．9
833．9

1165．1

854．3

809．1
901．2
796．8
947．4
966．4

1104．9

1050．0

1144．6

679．7
933．8

962．9
1078．8

768．4

PWC170／毎
kp㎜／mm／毎

20，0
17，9
18，6
16，0
19，5

28，8
18，8
19，3
14，1
15，1

15，2
16，3
15，6
19，9
10，3

16，1
19，6
18，0
27，8
13，1

21，3
14，4
14，3
21，4
13，1

19，7
13，9
14，6
20，4
15，0

14，4
16，1
14，2
17，2
17，6

20，1
19，4
21，6
12，8
18，0

18，5
20，7
15．4

1500肋走
SeC

310
316
280
316
262

265
300
246
289
358

305
270
314
251
320

289
260
337
254
315

260
340
338
249
306

259
330
335
273
301

340
296
357
291
315

281
252
254
341
350

257
250
360

の大きいグループでは1500肋走と体重の柏関が高く，

1500刎走の記録に対して体重がマイナスに作用している

こと，体重の小さいクループでは1500榊走とPWC170，

PWCi70／毎に相関関係が認められ，循環機能の良し悪

しが1500〃z走に対する限界因子として作用してくるこ

と，陸上部長距離選手にとっては1500肋という距離が持

久走としては短かすぎることが知られた。
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